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1.まえかき

セルラ移動体通信系における周波数利用効率の
改善は重要な課題である.一般に,周波数利用効

率はチャネル割当アルゴリズムに大きく依存する
ことから,様々なチャネル割当法が提案されている.

チャネル割当法は,空間的周波数利用効率が最
適な固定チャネル割当法(FCA)と時間的利用
効率が高いダイナミックチャネル割当法
(DCA)に大別される.DCAは.実用的な呼

損率数%程度の範囲で優れ.トラヒック変動にも
柔軟性かあるといわれている.FCAとDCAを

混合したハイプリッドチャネル割当法(HCA)
は,双方の長所を合わせ持っているが,その特性
は,固定チャネル数とダイナミックチャネル数の
比率に依存する.またHCAにおける

reassignmentは,FCAの時間的周波数利用効率を
向上させると同時にDCAの効果を改善させる技
巧的な方策である.

先に,筆者らが提案したフレキシブルハイプリッ
ドチャネル割当法(FHCA)[1]は,時間的及び
空間的周波数利用効率の改着を目的としたチャネ

ル割当法であり.原理的に予測困難なトラヒック
変動にも適応的に対応でき,更なる効率の向上が

実現できるものである.また.FHCAにおける
reassignmentは従来の手法とは異なり,ニューラル
ネットによる再配置接続の中に組み込まれ特別な
手間をかけずに実行可能である.
本稿では,FHCAにおけるreassignmentの効果

を確認するため従来のreassignmentを用いた
FHCAとの比較検討を行う.

2.FHCAアルゴリズム

FHCAは従米のHCAの概念と同様,空間的

利用効率が高く,かつ,各セルにおける時間的利

用効率が十分高いチャネルを固定チャネルとして,

各セルに固定配置するものである.しかし、

HCAとの決定的な相違は.固定チャネルとその

配置を適応的に決定し,フレキシブルに変化させ

ることである.

FHCAの基本的アルゴリズムを以下に示す.

Step 1)呼の生起

Step2) HCAによるチャネル割当が可能ならば

Stcp lへ

Step3)ニューラルネットワークによるチャネル

割当(間定チャネル群)の解が求まれば

Step 5へ

Step4)ニューラルネットワークによるチャネル

割当(ダイナミックチャネル群)の解か

求まらなければ　Step6へ

Step5)固定チャネル及びその配鑑の決定(解放.

取り入れ.継続). Steplへ

Step6)呼子ii stepiへ

この割当法は.空間的利用率の高いチャネルを暫

定的に固定チャネル配置し,そのチャネルの空間

的利用率の時間的変化を随時観測することにより.

固定チャネルの継続可否の決定を行う.

固定チャネルの決定.変更の役割を担う

ニュ-ラルネットワークは.非同JUJのホップ

フィールド型モデルi2:である.ニューロンの内部

状態をU1... iti-J]をV1..とすると.

ど<　<At.。く-　<At,.,　　　<At,., <　At,..

kは放散時間・　At^,はシステムにより決定される
^4ニュ-ロンの1クロックタイム内の時定数であ

り. Eは微小定数である.ニューラルネットを用

いたチャネル割当アルゴリズム川は.従来の7ル

ゴリズム=日を一部変更したものであり. ′;ラメー

タVよ..・ mt}. h一・の値を以Fのように定義する・



平成6年度でに一日清朝l通信学会信越支部大会

3. FHCAにおけるreassignment

F H CAにおけるrcassignme叫ま,ニュ-ラルネッ

トの初期値(ニューロン出力"i.,)を次のように
設定することで,ニューラルネットアルゴリズム

の中で実行可能であり,特別なreassignmentの手間
が削減されるという特徴を持っている.

本瑞では、以上のような手法に対し.従来と同様

な手続きによるreassignmentを行った場合との特性

比較を行った.

4.シミュレーション結果

<シミュレーション条件>

・チャネル数84　・セル数61

・呼はポアソン生起.平均保留時間1. 5分の

闇wssi閑

・干渉条件-7セル繰り返しパターンに準拠

<チャネル割当法>

(1)　FHCA.

(2)　FHCAに従来と同様のreassignmel

を行ったもの.

図1は.セル当たりの呼丑と呼損率の側係を表

している.方法(1)は方法(2)に比べ同等以

上の特性を示している. FHCAに従来と同様の

rcassignmctを行った場合, F H C Aで用いられてい

るDCAへの依存度か高まり,ニューラルネット

アルゴリズム(再配荘接続)の効果が十分得られ

ていIJ:いためと考えられる.図2に呼丑と1セル

当たりの平均時間的利用率の関係を示す.

F H C Aの時間的利用率は.従来のrcassもnmctを行っ

た場合に対して,十分高い値を取っている.これ

らのことから. FHCAのrcaさ迅ignmctにrX)しては,

従来のrcassignmctのように特別の手間をかける必要

はないと考えられる.

5.まとめ

F HC Aにおけるrcassignmctの効果を冨悌機シミュ

レ-ションにより考察した. F HC Aでは.

reassignmctを特別な手間をかけなくともニューラル

ネットアルゴリズムの中で'-X行可能であり,従米

のrciissignmctを行った場合と同等以上の効果かある

ことが確認された.
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